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アプリケーションの拡張・保守が整然と行える！ 

その方法と効果を解説する実践的指南書 

『Python ではじめるクリーンアーキテクチャ 

 SOLID 原則／ドメイン駆動設計／テスト駆動開発を実践』を 3 月 4 日に発売 

発売を記念して第 1 章を 2 週間、無料公開 

 

インプレスグループで IT 関連メディア事業を展開する株式会社インプレス（本社：東京都千代田区、代

表取締役社長：高橋隆志）は、ソフトウェアの設計・開発に携わる方々に向けて、拡張性や保守性が高い

アプリケーションを構築できるようにするクリーンアーキテクチャを解説し、Python による実装方法を示

した書籍『Python ではじめるクリーンアーキテクチャ SOLID 原則／ドメイン駆動設計／テスト駆動開発

を実践』を 2026 年 3 月 4日（水）に発売いたします。 

■コンポーネントの依存関係を一方向にする設計手法 

現代のソフトウェア開発では、アプリケーションの複雑さが増しつつも、長期間にわたるメンテナンス

が求められます。そのような状況に対応できるのがクリーンアーキテクチャです。2012 年に提唱されたこ

のソフトウェア設計手法では、コンポーネントの依存関係を一方向にすることで、ビジネスロジックがフ

レームワークやデータベースといった外部技術に直接依存しなくなり、拡張やテスト、保守が容易に行え

るようになります。では、実際にこの設計手法をどのように実践していけばよいのか―本書では Python を

活用することでその実践方法を明確に示しています。 



■クリーンアーキテクチャの理論的理解と実践的スキルを習得できる 

本書では、アプリケーション開発において「クリーンアーキテクチャ」の原則をどのように適用し、拡

張性と保守性の高いシステムを構築すればよいのか、あるいは既存のシステムをどのようにリファクタリ

ングすればよいのかについて、Python を使って実践的に解説します。具体的には、コアとなるビジネスロ

ジックを外部の関心事から切り離す方法、コンポーネント間で明確なインターフェイスを作る方法、そし

てビジネス環境などに基づく要件の変化に適応させる方法などを学んでいきます。本書の内容を理解する

ことで、自身のプロジェクトでクリーンアーキテクチャを実装するための理論的理解と実践的スキルの両

方が養えるはずです。 

■本書は以下のような方におすすめです 

· ソフトウェアアーキテクト、テクニカルリード、DevOps エンジニアの方 

· Python アプリケーションを開発しようと考えている方、開発・保守をしている方 

 

■紙面イメージ 

 

クリーンアーキテクチャの基礎を解説 



 

ビジネス要件の分析とドメインモデリングについて解説 

■本書の第 1 章を 2 週間限定で無料公開 

書籍の発売を記念して、第 1 章の内容を 2 週間限定で無料公開いたします。それらの内容は、弊社開発

の「インプレス Web ブックビューアー」を使って、登録不要かつ Web ブラウザで紙面を閲覧できるの

で、場所や時間を選ばずに PC やスマートフォンなどから利用できます。使用するビューアーは SNS で書

籍の情報を共有したり、書籍の購入や詳細を確認したりできる機能も備えています。 

・『Python ではじめるクリーンアーキテクチャ SOLID 原則／ドメイン駆動設計／テスト駆動開発を実

践』 

無料公開へのリンクを掲載したページ：https://book.impress.co.jp/books/1125101112 

【公開期間：2026 年 3 月 4 日（水）から 3 月 17 日（火）まで】 

■本書の構成 

◆Part1 Python でのクリーンアーキテクチャの基礎 

第 1 章 クリーンアーキテクチャの意義：Python 開発を変える 

第 2 章 SOLID 原則：堅牢な Python アプリケーションを構築する 

第 3 章 Python の型システムを使ってクリーンアーキテクチャを強化する 

 

◆Part2 クリーンアーキテクチャを Python で実装する 

第 4 章 ドメイン駆動設計：コアビジネスロジックを構築する 

第 5 章 アプリケーション層：ユースケースのオーケストレーション 

第 6 章 インターフェイスアダプター層：コントローラーとプレゼンター 

第 7 章 フレームワーク＆ドライバー層：外部インターフェイス 

第 8 章 クリーンアーキテクチャによるテストパターンの実装 

 

◆Part3 クリーンアーキテクチャを Python で適用する 

第 9 章 Web UI の追加：クリーンアーキテクチャのインターフェイスの柔軟性 

第 10 章 可観測性の実装：監視と検証 

第 11 章 レガシーからクリーンへ：保守性を高める Python のリファクタリング 

第 12 章 クリーンアーキテクチャの旅：次なるステップ 

 

https://book.impress.co.jp/books/1125101112


■書誌情報 

書名：『Python ではじめるクリーンアーキテクチャ SOLID 原

則／ドメイン駆動設計／テスト駆動開発を実践』（impress top 

gear シリーズ） 

著者：Sam Keen 

訳者：株式会社クイープ 

発売日：2026 年 3 月 4 日（水） 

ページ数：344 ページ 
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電子版価格：3,850 円（本体 3,500 円＋税 10％）※インプレス直
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◇Amazon の書籍情報ページ：https://www.amazon.co.jp/dp/429502404X/ 

◇インプレスの書籍情報ページ：https://book.impress.co.jp/books/1125101112 

 

■著者プロフィール 

Sam Keen（サム キーン） 

25 年以上の経験を持つソフトウェアエンジニアリングのリーダー。複数のプログラミング言語を使いこな

す開発者。小規模なスタートアップから、AWS、ルルレモン、ナイキといった大手企業まで、さまざまな業

界のシステムで Python を活用。著者の専門知識は、クラウドアーキテクチャ、継続的デリバリー、スケー

ラブルなシステム構築など多岐にわたる。 

■翻訳者プロフィール 

株式会社クイープ 

コンピュータシステムの開発、ローカライズ、コンサルティングを手がけている。最近の訳書に『LLM 本

番システム構築ノウハウ 基礎から実装・運用の方法、アプリ構築の実例まで』がある。そのほか

『Python ライブラリによる因果推論・因果探索［概念と実践］因果機械学習の鍵を解く』、『グランドマ

スター三冠の Kaggle ノートブック開発術 単変量解析から地理情報分析／偽動画検出／ LLM まで』など

を翻訳（いずれもインプレス発行）。 

■impress top gear シリーズについて 

 

impress top gear シリーズは、21 世紀の IT 時代に求められる新たなトレンドを取

り上げることに加えて、これまでの技術・知識を時代に合わせた形で提供する技

術解説書です。読者が IT のフィールドで「トップギア」へとシフトチェンジでき

るような技術・知識を書籍として提供していきます。 

 

以上 

 

 

【株式会社インプレス】 https://www.impress.co.jp/ 

シリーズ累計 8,000 万部突破のパソコン解説書「できる」シリーズ、「デジタルカメラマガジン」等の定

期雑誌、IT 関連の専門メディアとして国内最大級のアクセスを誇るデジタル総合ニュースサービス

「Impress Watch シリーズ」等のコンシューマ向けメディア、「IT Leaders」をはじめとする企業向け IT

https://www.amazon.co.jp/dp/429502404X/
https://book.impress.co.jp/books/1125101112
https://www.impress.co.jp/


関連メディアなどを総合的に展開・運営する事業会社です。IT 関連出版メディア事業、およびデジタルメ

ディア＆サービス事業を幅広く展開しています。 

 

【インプレスグループ】 https://www.impressholdings.com/ 

株式会社インプレスホールディングス（本社：東京都千代田区、代表取締役：塚本由紀）を持株会社とす

るメディアグループ。「IT」「音楽」「デザイン」「山岳・自然」「航空・鉄道」「モバイルサービス」

「学術・理工学」を主要テーマに専門性の高いメディア&サービスおよびソリューション事業を展開してい

ます。さらに、コンテンツビジネスのプラットフォーム開発・運営も手がけています。 

 

【本件に関するお問合せ先】 

株式会社インプレス 広報担当：丸山 

E-mail: pr-info@impress.co.jp URL： https://www.impress.co.jp/ 

※弊社はテレワーク推奨中のため電話でのお問合わせを停止しております。メールまたは Web サイトから

お問合わせください。 

https://www.impressholdings.com/
mailto:pr-info@impress.co.jp
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